
調査研究事業D

「海洋秩序構築の多面的展開
――海洋「世論」の創成と拡大に向けて」

困難なテーマに取り組む調査・研究会活動、日本の政策サークルを底上げする実施体制

国際社会は、中国をはじめとする新興国の積極的な海洋進出などに対し
て、国際法の観点から違法性を主張することに終始してきた。しかし、そ
れを主張し続けても聞き入れない国があり、ではそれにどう対処するのか
、どの国もルールを守らざるを得ない、つまりルールを守ることにインセ
ンティブがある国際的な海洋世論を創設することを検討することが必要で
あり、それをどう進めるのかについて明らかにしようとしているのが本事
業の大きな特徴であり、他の類似のプロジェクトにはない新規性である

主要な研究者
合計12名

（うち若手6名、女性2名、首都圏以外の在住者6名）
50％ 17%                                                       50%

日本国際フォーラム

特に、将来を有望視される選りすぐりの若手・中堅専門家も名を連ねる。
これらメンバーが各種の研究会合、海外シンクタンと共催のセミナーにおけ
る積極的な登壇・報告、さらに論考執筆などを行い、日本の政策サークルの
裾野を拡大し、日本の主張の世界への積極的発信と国際世論形成への参画も
強化する。



諸外国シンクタンク・有識者との関係強化と
日本の主張の世界への発信 ★多彩な世界各国の主要シンクタンク・

有識者、実務者との研究交流を実施★
主な共催セミナー・シンポジウム

日本国際フォーラム

日本の主張のイン
プット

定例研究会合
米国国CSIS研究員
と世界の先端を行く
中国の海洋船舶につ
いて討論

日中意見交換会
中国シンクタンク
「華語智庫」と尖閣
諸島、南シナ海につ
いて討論

2022年3月16日
国際シンポジウム
「自由で開かれた海洋秩序に向けた日・太平洋児湯力」

オーストラリア、ミクロネシア連邦大使、フィジー、
台湾のパネリストと太平洋協力について徹底討論



日本の外交・安全保障問題に関する理解増進

事業の目的を端的に説明し、以降「メンバー構成」、
「コメンタリー」、「活動日誌」、「報告」、「動画配
信」、「出版案内」、「政策提言」などの項目に分けて
事業成果をHPに掲載し対外発信。（写真中央下）

英語による成果
報告の積極的な
配信
（右下写真）

【政策レポートに
よる情報発信】

研究メンバーによる
最新のコメンタリー
を纏めて対外発信。

分科会の紹介、
テーマに関する
最新の国際情勢
を開設した対談
動画のYouTube

での公開。

日本国際フォーラム


